
町内の保育所・幼稚園・小学校・中
学校から、子ども達の学校での様子
をお伝えします！

のち
た

私 学校
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　 2月 3日、坂下幼稚園で豆まきを行いました。
遊戯室で先生から節分のお話を聞いた後、先生に「自分

の中にいる悪い鬼を考えてください」と言われ、真剣に考
える子どもたち。自分の中にいる悪い鬼を発表し、歌を歌
ったら、待ちに待った楽しい豆まき。手作りの鬼に向かっ
て「鬼は外」とまいていると…なんと本物の鬼が登場!!園
児たちは、びっくりして逃げ回っていました。泣き出して
しまう子や先生の陰に隠れたりする子、鬼に向かっていく
子などいろいろな姿が見られました。豆まきが終わった後
は、クラスに戻り楽しみの豆を食べる時間。自分の年齢よ
り 1つ多く取っておいしそうに食べていました。

おいしそうに落花生を食べる園児たち

手作りの鬼に向かって豆まき！鬼は外 !!

あまりの怖さに
泣いてしまう子も…

≪節分 豆まきとは≫

豆まきは、家族で行う節分の
行事で、夜になったら家中の戸を開けて、「鬼は外」の
かけ声で家の中から外へ豆をまき、「福は内」で家の中
に豆をまいたら、福が出て行かないように早く戸を閉め
ます。その後、自分の数え年の年齢と同じ数の豆を食べ
ます。これを「年とり豆」といい、ひとつ多く食べると、
身体が丈夫になり病気をせずに 1年を過ごせると言われ
ています。



中央公民館
平成23年4月から開催を予定している
事業の一部をご紹介します。
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戸籍の窓口
1 /21～ 2 /20届出分

お誕生おめでとう

ごめい福をお祈りします

地　区　　　名　前　　（保護者）

新　町　鈴　木　美
み

　希
き

（範　久）

青　津　村　上　優
ゆ

　佳
か

（智　春）

柳　町　二　瓶　　翔
かける

　（正　一）

八日沢　二　瓶　由
ゆ

　郁
い

（由　里）

　杉　　新井田　　髙　  （86歳）
牛　沢　白　井　信　雄（75歳）
橋　本　大　島　秀　夫（81歳）
見　明　齋　藤　定　喜（90歳）
上　町　大　﨑　ヤウ子（79歳）
　原　　阿　部　ハルコ（83歳）
古坂下　夏　井　博　明（76歳）
上　町　鈴　木　マ　サ（78歳）
海老沢　本　田　光　雄（87歳）
津　尻　髙　畑　勝　美（91歳）
塔　寺　青　柳　アサイ（95歳）
上金沢　佐　藤　トキノ（91歳）
気多宮　酒　井　久　夫（60歳）
橋　本　近　藤　與志信（86歳）
津　尻　鈴　木　ミ　イ（90歳）
大　上　大　島　キ　イ（98歳）
新　舘　鈴　木　トシノ（94歳）
大　村　山　内　佳　子（60歳）
中政所　齋　藤　善　弘（87歳）
仲　町　猪　俣　邦　子（86歳）
上　町　鈴　木　キヨミ（98歳）

※　掲載を希望されない方は、「戸籍
の届書」を提出する際に、戸籍の
担当に申し出てください。

町の人口と世帯
（ 2月1日現在）

人　口……… 17,329人（－24）
　男　………… 8,293人（－ 5）
　女　………… 9,036人（－19）
世帯数………… 5,436戸（± 0）

中央公民館主催事業では、様々なボランティアが活躍しています。今
回は読み聞かせボランティアと放課後子ども教室のボランティア・青少
年ボランティアを紹介します！

【読み聞かせボランティア「ブックスタート」】
～語りかける「愛情」で、みんなの幸せを広げたい～

読み聞かせボランティアは、ブックスター
トの必要性・読み聞かせを通して、親子のふ
れあいを大切にし、絵本を紹介しながら、子
育てを支援する
ことを目的に活
動しています。

※読み聞かせボランティア「ブックスター
ト」は随時募集しています。お気軽に中
央公民館までお問合せください。

【放課後子ども教室ボランティア】
放課後子ども教室 のボランティアスタッ
フです。週 2回子どもたちの遊びやスポーツ
活動の支援をしています。
※平成23年度の「ばんげっ子クラブ」「金
上キッズ」「広瀬みつばちキッズ」の活
動ボランティア（活動指導員）を募集し
ています。詳しくは、13ページの「お
知らせ」に掲載しています。皆様のご協
力をお願いします。

【青少年ボランティア】
中央公民館では、中高生を対象に青少年ボ
ランティア事業を行っています。 7月～11月
の間に13メニューを実施し、町外高校に通う
生徒も含め延べ210名の生徒が活動しました。
平成23年度は町内の中学・高校すべての生徒
に対して 5月に募集予定です。

～高寺山山開きのお知らせ～
今年度も「会津一早い」高寺山山開きを開催します

平成23年4月10日（日）午前8時受付
※　詳しくは15ページの「お知らせ」をご覧ください

▼問い合わせ先　中央公民館（教育部生涯学習班）
TEL 83-3010　FAX 83-4498



健 康 づ く り
す
こ
や
か
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就職や退職などにより現在ご加入の保険の資格が変わった場合はでき
るだけ早めに国民健康保険の加入や脱退の届出をしてください。

保険の資格が変わったら届出をしましょう
～ 春は異動の季節 ～

届出が必要なとき 届出に必要なもの

国保に
加入

他の市区町村から転入したとき 転出証明書、印鑑

会社の健康保険をやめたとき
（扶養をはずれたとき）

資格喪失証明書（＊会社の健康保険を
やめた日付のわかる証明書）、印鑑

子どもが生まれたとき 保険証、母子健康手帳、印鑑

生活保護を受けなくなったとき 特に必要なものはありません

外国籍の人が加入するとき 外国人登録証明書

届出が必要なとき 届出に必要なもの

国保を
脱退

他の市区町村に転出するとき 保険証、印鑑

会社の健康保険に加入したとき
（扶養に認定されたとき）

会社の健康保険の保険証（家族全員の
もの）または資格取得証明書、国保の
保険証、印鑑

死亡されたとき 保険証、印鑑

生活保護を受けはじめたとき 保険証

外国籍の人がやめるとき 保険証、外国人登録証明証

加入の
届出が

遅れると…

脱退の
届出が

遅れると…

◇　保険税は、加入の届け出をした日からではなく、資格を得た日（例：
退職のときは退職した日の翌日）から発生します。その日までさ
かのぼって保険税を納めなければならなくなります（遡及賦課）。

◇　保険証がないため、その間の医療費はいったん全額自己負担にな
ります。

◇　うっかり国保の保険証を使って医療を受けてしまった場合は、国
保が負担した医療費をあとで返していただきます。保険が変更に
なった場合は、速やかにかかりつけ医療機関にご提示ください。

◇　ほかの健康保険と国保の保険税を二重に支払ってしまうことにも
なります。

注意!!　 会社の健康保険加入の手続きを行なっても、国保は自動で脱
退にはなりません。必ず役場窓口での国保脱退の手続きが必要です。



健 康 づ く り
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【問い合わせ先　生活部　保険年金班（④番窓口）TEL 84-1501】

休 日 当 番 医

3 /20（日） 星医院 ☎83－2136

3 /27（日） あかぎ内科消化器科医院 ☎83－0303

4 / 3（日） 寿松堂渡辺医院 ☎83－3125

4 /10（日） 荒井医院 ☎83－2224

救 急 病 院

　　坂下厚生総合病院 ☎83－3511

　

❸月の保健ガイド 会津坂下町健康管理センター　☎83－1000

休日救急診療当番

3 月11日（金）～ 4月15日（金）までの情報をお知らせします。

※ 変更になる場合があります。

県医師会ホームページで確認できます。
http://www.e-sense.ne.jp/̃ken-ishikai/

乳幼児健康診査
場　　所：会津坂下町健康管理センター
持 参 品：母子健康手帳・乳幼児健康管理手帳
受付時間：午後1時～1時30分

国保へ加入している方が大学進学などにより他町村へ住所を移す場合
は、学生用の保険証（保険証の左上に「㊫」が記載してあります）を
受ける手続きが必要です。
すでに町外へ転出している学生（大学や専門学校など）の方は、保険
証の有効期限が平成23年 3 月31日になっており、毎年窓口で手続きが必

要になります。手続きに必要なもの（保険証、新学年の在学証明書、印鑑）を窓口まで持参
して手続きをしてください。
特に今年の 3月に卒業などにより学生でなくなった場合は、学生用の保

険証を返却し、その後の進路に応じて手続きをすることになります。大学
院への進学などにより学生期間が延長となった場合は更新の手続きをして
ください。また新たに会社へ勤めた場合は、医療保険の二重加入となり不
利益を受けることがありますので、早めに国保からの脱退届出を行ってく
ださい。

国保税の最終納期限（平成23年 2 月28日）が過ぎています。納期限
を過ぎると延滞金が発生し、納入が遅れれば遅れるほど延滞金の額が
増えてしまいます。納入もれがないか確認して、納め忘れ等があるよ
うでしたら、速やかに納入をお願いします。

事　業　名 月　　日 対　　象　　者

4か月児 4 月12日（火）
Ｈ22年11月15日

～12月14日生

10か月児 3 月24日（木） H22年 4 ・ 5 月生

1 歳 6 か月児 3 月18日（金） H21年 8 ・ 9 月生

乳幼児健康
・栄養相談

4 月15日（金）
月齢・年齢は問いま
せん。育児について
の相談を希望する方。

離乳食教室
午後2時30分～

4 月15日（金）
Ｈ22年 7 月15日

～ 9月14日生

大学などへの進学が決まった方やすでに町外へ転出している学生の方へ

国民健康保険税の納め忘れはありませんか？
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【休日の水道修理当番】

3/13日・20日・21日・27日
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坂下水道 ℡ 83-2607

【 3 月の納期 】

●住宅使用料

●上 ･下水道 ･農業集落排水使用料

町
に
会
津
藩
牛
沢
組
の
文
書
一
冊
、
絵

図
二
舗
が
一
月
二
十
八
日
、
佐
原
次
郎
さ

ん
（
会
津
若
松
市
）
よ
り
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。
佐
原
さ
ん
か
ら
は
、「
個
人
で
保
管

し
続
け
る
の
は
難
し
い
。
後
世
に
残
し
て

も
ら
い
た
い
。
今
回
寄
贈
で
き
て
よ
か
っ

た
。」
と
あ
い

さ
つ
を
頂
き
ま

し
た
。

寄
贈
式
後
の

説
明
会
で
は
、

講
師
の
県
立
博

物
館
高
橋
主
任

学
芸
員
に
よ
る

と
、「
一
六
〇

〇
年
代
の
史
料

佐原家文書一般公開します！！
▼日　時　 3月19日（土）午前10時30分～正午
▼場　所　坂下・中央公民館　大研修室
▼講　師　福島県立博物館　主任学芸員　高橋　充　氏
　　　　　寄贈 3点について解説いただきます（30分程度）
▼入場料　無料
※大変貴重な資料ですので是非ともご来場ください。また、併せ
て町史の販売もいたします。

は
多
い
よ
う
で
非
常
に
少
な
く
、
当
時
の

藩
主
で
あ
っ
た
保
科
正
之
の
命
令
で
編
纂

さ
れ
た
「
会
津
風
土
記
」
の
基
礎
資
料
だ

っ
た
と
み
ら
れ
る
万
改
帳
と
絵
図
が
セ
ッ

ト
で
保
存
さ
れ
て
い
る
の
は
非
常
に
貴
重

で
あ
る
。」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

町
で
は
重
要
文
化
財
に
指
定
後
、
絵
図

の
破
損
を
修
復
し
、
町
の
宝
と
し
て
保
存

し
て
行
く
予
定
で
す
。

◆
牛
沢
組
郷
村
万
改
帳

会
津
藩
牛
沢
組
に
属
す
る
四
十
四
の
村

の
状
況
を
書
き
記
し
た
帳
簿
。
牛
沢
組
は

現
在
の
若
宮
地
区
と
坂
本
地
区
、
塔
寺
、

柳
津
町
、
会
津
美
里
の
一
部
ま
で
広
範
囲

に
わ
た
っ
て
い
た
。各
村
の
由
来
や
家
屋
、

人
数
、
牛
馬
の
数
、
耕
地
面
積
、
山
川
、

寺
社
な
ど
が
記
さ
れ
、
十
七
世
紀
半
ば
の

村
の
状
況
を
詳
細
に
知
る
こ
と
が
で
き
る

貴
重
な
資
料
。

◆
牛
沢
組
絵
図

大
型
の
絵
図
（
縦
約
二
〇
〇
㌢
、
横
約

二
七
〇
㌢
）
で
牛
沢
組
の
山
川
や
道
、
耕

地
が
色
分
け
さ
れ
、
境
界
を
強
調
し
た
描

き
方
を
し
て
い
る
。
軽
井
沢
銀
山
や
柳
津

虚
空
蔵
堂
な
ど
が
描
か
れ
、
只
見
川
に
は

渡
舟
が
描
か
れ
て
い
る
。「
牛
沢
組
郷
村

万
改
帳
」
と
揃
っ
て
い
る
点
が
貴
重
で
あ

り
、
村
々
の
状
況
を
示
す
ビ
ジ
ュ
ア
ル
な

資
料
と
し
て
価
値
が
高
い
。

◆
牛
沢
堰
絵
図

大
型
の
絵
図
（
縦
約
一
五
〇
㌢
、
横
一

三
〇
㌢
）
で
郷ご

う
が
し
ら頭
の
佐
原
氏
が
開
削
し
た

牛
沢
堰
（
牛
川
新
堀
）
の
状
況
を
描
い
た

も
の
。
蛇
行
し
な
が
ら
流
れ
る
堰
の
区
間

の
長
さ
や
工
事
箇
所
、
人
足
数
な
ど
詳
細

に
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
古
堀
」
の

水
筋
も
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。

目録にて寄贈

佐さ
わ
ら
け
も
ん
じ
ょ

原
家
文
書
寄
贈自分の代で町に寄贈することができて

光栄と話す佐
さ

原
わら

次
じ

郎
ろう

さん

牛
うしざわぐみごうそんよろずあらためちょう

沢組郷村万改帳　寛文５年（1665）

牛
うし

沢
ざわ

組
ぐみ

絵
え

図
ず

　寛文７年（1667）

牛
うし

沢
ざわ

堰
せき

絵
え

図
ず

（牛川新堀）　明暦４年（1658）


